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1. 平成23年3月期第1四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年6月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第1四半期 28,756 61.7 4,229 ― 4,179 ― 2,588 ―

22年3月期第1四半期 17,782 △44.5 242 △94.0 183 △95.5 △204 ―

1株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
1株当たり 

四半期純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第1四半期 29.18 29.10

22年3月期第1四半期 △2.31 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第1四半期 94,526 77,824 82.0 872.04

    22年3月期 92,940 75,946 81.4 853.70

(参考) 自己資本 23年3月期第1四半期 77,508百万円 22年3月期 75,666百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

 22年3月期 ― 2.00 ― 8.00 10.00

 23年3月期 ― 

 23年3月期(予想) 9.70 ― 9.30 19.00

3. 平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日）
(％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 58,500 52.0 7,600 258.6 7,370 291.3 4,290 604.3 48.29

通期 121,000 35.7 14,600 73.6 14,320 77.2 8,350 114.9 94.00



 

 
   (注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作 

     成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半

期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー

手続は終了しております。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）4ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】5ページ「その他」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規 ― 社 (     ―     )、除外 ― 社 (     ―     )

   (注）当四半期会計期間における連結範囲の変更に伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

   (注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年3月期1Ｑ 89,267,384株 22年3月期 89,018,684株

② 期末自己株式数 23年3月期1Ｑ 384,894株 22年3月期 384,904株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期1Ｑ 88,721,042株 22年3月期1Ｑ 88,634,393株

(※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示)

(※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項)
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当第１四半期連結会計期間における世界経済は、欧州における財政不安に端を発した株安や円高の影響もあり、

貿易統計速報における輸出高が２ヶ月連続で前月比減となるなど、依然予断を許さない状況が続いておりますが、

前連結会計年度後半からのアジアを中心とした景気回復局面は継続し、わが国の工作機械受注も昨年12月より前年

同月比プラス成長が続くなど、総じて回復基調が継続しました。 

当社グループの顧客である機械製造業界においても、国内輸出企業を中心とする増産対応や、アジア各国におけ

る設備投資に支えられ、引き続き回復基調となりました。当社グループはこの景気回復局面において、「短納期一

個流し」のビジネスモデルによって顧客ニーズを着実に捉える共に、顧客の設計を支援するＷＥＢサイトを立ち上

げることで、「設計時間・手間を削減したい」という顧客の潜在ニーズに応えるなど、価格だけでなくサービスの

面からも販売力強化を進め、順調に売上を伸ばしました。また、アジアなど海外における販売力の強化も着実に実

を結んでおり、アジア各国の経済成長と合わせ、海外売上高も大きく伸長しております。 

この結果、連結売上高は、287億５千６百万円、対前年同四半期比で109億７千３百万円（61.7％）の増収となり

ました。利益面につきましては、営業利益は42億２千９百万円、対前年同四半期比で39億８千６百万円の増益、経

常利益は、41億７千９百万円、対前年同四半期比で39億９千６百万円の増益、四半期純利益は25億８千８百万円、

対前年同四半期比で27億９千３百万円の増益となりました。 

  

・報告セグメントの業績 

①自動化事業 

主要顧客層である自動車業界はエコカー減税等の景気対策の影響が続いたほか、液晶・半導体関連においても

設備投資が活発に行われました。これらの結果、売上高は177億６千７百万円となり、前年同四半期比では78億

１百万円（78.3％）の増収となりました。営業利益は売上回復と前年に実施した収益性改善施策の効果を受け、

31億９千２百万円となり、前年同四半期比では27億１千万円の増益となりました。 

②金型部品事業 

金型部品事業も前年より続いた自動車・弱電関連業界の回復基調を受け、売上高は66億１千９百万円となり、

前年同四半期比では16億８千２百万円（34.1％）の増収となりました。営業利益は６億２千８百万円となり、前

年同四半期比では７億７千６百万円の増益となりました。 

③エレクトロニクス事業 

エレクトロニクス事業は、半導体製造設備業界の活況により、売上高は27億５千万円となり、前年同四半期比

では13億９百万円（90.9％）の増収となりました。営業利益は４億３千７百万円となり、前年同四半期比では４

億３千１百万円の増益となりました。 

④多角化事業 

多角化事業は、機械加工用工具関連事業（ツール事業部担当）、及び動物病院向け医療消耗品関連事業（㈱プ

ロミクロス）より構成されています。ツール事業は主力商品である超硬エンドミルが売上回復を牽引し、売上高

は22億３千万円となり、前年同四半期比では４億５百万円（22.2％）の増収となりました。営業利益は１億３千

１百万円となり、前年同四半期比では７千９百万円の増益となりました。 

  

なお、前年同四半期との比較は当第１四半期連結会計期間と同じ報告セグメントで行っております。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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当第１四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ15億８千５百万円増加し、945億２千６百万円

となりました。この主な要因は、受取手形及び売掛金の増加、商品及び製品の増加により流動資産が19億８千７百

万円増加したこと、有形固定資産が２億２千２百万円増加したこと、無形固定資産が１億円減少したこと、及び投

資その他の資産が５億２千３百万円減少したことなどであります。 

総負債は前連結会計年度末に比べ２億９千１百万円減少し、167億２百万円となりました。この主な要因は、支

払手形及び買掛金が３億８千万円減少したこと、未払法人税等が１億５千６百万円増加したことなどにより流動負

債が１億８千８百万円減少したこと、役員退職慰労引当金が３億２千９百万円減少したこと、その他に含まれる資

産除去債務が１億８千２百万円増加したことなどにより固定負債が１億２百万円減少したことであります。 

純資産は前連結会計年度末に比べ18億７千７百万円増加し、778億２千４百万円となりました。この主な要因

は、利益剰余金が18億７千９百万円増加したことなどにより株主資本が22億２千６百万円増加したことでありま

す。この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の81.41％から82.00％となりました。 

  
また、キャッシュ・フローの状況については次のとおりであります。 

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ４億６千１百万円増加

し、113億７千万円となりました。 

また、当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりでありま

す。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、７億３千４百万円の純収入となりました（前年同四半期は９億５千７百

万円の純収入）。この主な内訳は、税金等調整前四半期純利益が41億１千３百万円になったこと、減価償却費が４

億７千４百万円、役員退職慰労引当金が３億２千９百万円減少したこと、為替差益が１億２千万円、売上債権が12

億６千２百万円増加したこと、棚卸資産が11億１千１百万円増加したこと、その他の流動負債が４億８千３百万円

増加したこと、及び法人税等の支払額が12億７千９百万円であったことであります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、４億２千万円の純収入となりました（前年同四半期は14億１千５百万円

の支出）。この主な内訳は、有価証券の売却及び償還による収入が５億３千１百万円、固定資産の取得による支出

が７億９千万円、定期預金の預入による支出が44億９百万円、及び定期預金の払戻による収入が51億２千４百万円

であったことであります。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、３億６千２百万円の支出となりました（前年同四半期は２億９千８百万

円の支出）。この主な内訳は、株式の発行による収入が３億４千６百万円であったこと、配当金の支払として７億

９百万円を支出したことであります。 

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

資産、負債、純資産及びキャッシュ・フローの状況に関する分析
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通期業績予想につきましては、景気の先行きは依然として不透明であるものの、回復傾向にあり、期初想定より

も市況が上向いている部分を考慮し、平成22年５月14日に公表した業績見込みを以下の通り修正いたしました。 

  

[平成23年３月期 第２四半期累計期間（平成22年４月１日～平成22年９月30日）連結業績予想] 

 
  

[平成23年３月期 通期（平成22年４月１日～平成23年３月31日）連結業績予想] 

 
  

  

  

  

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

売上高 
（百万円）

営業利益
（百万円）

経常利益
（百万円）

当期純利益
（百万円）

１株当たり当期純利益
（円）

今回修正予想 58,500 7,600 7,370 4,290 48.27

前回発表予想 56,000 5,600 5,600 3,200 36.10

売上高 
（百万円）

営業利益
（百万円）

経常利益
（百万円）

当期純利益
（百万円）

１株当たり当期純利益
（円）

今回修正予想 121,000 14,600 14,320 8,350 93.94

前回発表予想 117,000 12,200 12,300 7,100 80.10
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該当事項はありません。 

  

１．簡便な会計処理 

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関して、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によっ

ております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プラ

ンニングを利用する方法によっております。 

  

２．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

資産除去債務に関する会計基準の適用   

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針」（企業会計基準適用指針第21

号 平成20年３月31日）を適用しております。 

これによる営業利益及び経常利益への影響は軽微ですが、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額として特

別損失に68百万円を計上しております。 

該当事項はありません。 

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 27,162 27,603

受取手形及び売掛金 23,020 22,071

有価証券 5,360 5,402

商品及び製品 8,556 7,533

仕掛品 891 859

原材料及び貯蔵品 2,240 2,222

その他 2,214 1,736

貸倒引当金 △104 △76

流動資産合計 69,341 67,354

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,431 4,265

機械装置及び運搬具（純額） 3,334 3,362

土地 3,917 3,913

その他（純額） 2,274 2,194

有形固定資産合計 13,958 13,736

無形固定資産

ソフトウエア 2,822 2,875

のれん 623 670

その他 104 104

無形固定資産合計 3,549 3,650

投資その他の資産

投資有価証券 5,106 5,661

その他 2,704 2,694

貸倒引当金 △134 △154

投資その他の資産合計 7,677 8,200

固定資産合計 25,185 25,586

資産合計 94,526 92,940
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(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,816 7,197

短期借入金 1,200 1,200

未払法人税等 1,756 1,599

賞与引当金 783 990

その他 3,784 3,541

流動負債合計 14,341 14,530

固定負債

退職給付引当金 1,773 1,728

役員退職慰労引当金 375 705

その他 211 29

固定負債合計 2,361 2,463

負債合計 16,702 16,994

純資産の部

株主資本

資本金 4,854 4,681

資本剰余金 14,627 14,453

利益剰余金 60,680 58,801

自己株式 △650 △650

株主資本合計 79,512 77,286

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 5 63

為替換算調整勘定 △2,008 △1,682

評価・換算差額等合計 △2,003 △1,619

新株予約権 315 279

純資産合計 77,824 75,946

負債純資産合計 94,526 92,940
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 17,782 28,756

売上原価 11,276 16,910

売上総利益 6,505 11,845

販売費及び一般管理費 6,262 7,616

営業利益 242 4,229

営業外収益

受取利息 46 37

雑収入 35 64

営業外収益合計 82 102

営業外費用

為替差損 72 106

雑損失 69 44

営業外費用合計 141 151

経常利益 183 4,179

特別利益

固定資産売却益 － 2

貸倒引当金戻入額 4 －

賞与引当金戻入額 40 －

その他 1 0

特別利益合計 45 2

特別損失

固定資産除却損 0 －

固定資産売却損 0 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 68

特別損失合計 0 68

税金等調整前四半期純利益 228 4,113

法人税、住民税及び事業税 374 1,439

法人税等調整額 59 86

法人税等合計 433 1,525

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,588

四半期純利益又は四半期純損失（△） △204 2,588
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 228 4,113

減価償却費 430 474

のれん償却額 184 46

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 16 △329

退職給付引当金の増減額（△は減少） 51 45

賞与引当金の増減額（△は減少） △709 △207

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △122 △182

貸倒引当金の増減額（△は減少） △26 11

受取利息及び受取配当金 △55 △46

支払利息 6 5

株式交付費 － 0

株式報酬費用 16 35

為替差損益（△は益） △182 △120

持分法による投資損益（△は益） △3 △13

有価証券評価損益（△は益） 10 0

有価証券売却損益（△は益） － △11

固定資産売却損益（△は益） △1 △2

固定資産除却損 0 －

助成金収入 － △0

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 68

売上債権の増減額（△は増加） 2,050 △1,262

たな卸資産の増減額（△は増加） 452 △1,111

未払消費税等の増減額（△は減少） 231 99

仕入債務の増減額（△は減少） △125 63

その他の流動資産の増減額（△は増加） 84 △177

その他の流動負債の増減額（△は減少） 210 483

小計 2,746 1,983

利息及び配当金の受取額 57 45

利息の支払額 △13 △16

助成金の受取額 － 0

法人税等の還付額 － 0

法人税等の支払額 △1,832 △1,279

営業活動によるキャッシュ・フロー 957 734
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △3,511 －

有価証券の売却及び償還による収入 3,500 531

固定資産の取得による支出 △586 △790

固定資産の売却による収入 5 5

貸付金の回収による収入 1 －

保険積立金の積立による支出 △1 △1

定期預金の預入による支出 △979 △4,409

定期預金の払戻による収入 164 5,124

敷金及び保証金の差入による支出 △18 △30

敷金及び保証金の回収による収入 5 6

その他 5 △16

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,415 420

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △0 －

長期借入金の返済による支出 △32 －

株式の発行による収入 － 346

自己株式の取得による支出 △0 △0

自己株式の処分による収入 0 0

配当金の支払額 △265 △709

財務活動によるキャッシュ・フロー △298 △362

現金及び現金同等物に係る換算差額 229 △330

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △527 461

現金及び現金同等物の期首残高 22,670 10,908

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △35 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 22,107 11,370
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当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

 該当事項はありません。 

  

 
(注) １ 事業区分の方法 

  当社の事業区分の方法は、当社の社内管理区分をベースに商品の系列及び市場の類似性を考慮して区分し 

  ております。 

２ 各事業区分の主要製品 

 
３ 営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用(123百万円)は、全額がのれん償却額であ

  ります。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日)

自動化事業
金型 

部品事業
エレクトロ
ニクス事業

多角化事業 計
消去 

又は全社
連結

(百万円) （百万円） （百万円） (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

9,739 4,831 1,441 1,769 17,782 ― 17,782

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 9,739 4,831 1,441 1,769 17,782 ― 17,782

営業利益又は 
営業損失(△)

426 △126 24 40 365 (123) 242

事業区分 製品名

自動化事業 リニアシャフト、プーリー、モーター、アルミフレーム、ステージ等

金型部品事業 パンチ＆ダイ、スプリングガイド、エジェクタピン、コアピン、ガイド等

エレクトロニクス事業 接続用ケーブル、ハーネス、コネクタ、計測・制御機器部品等

多角化事業 機械加工用工具、開業医・動物病院向け医療材料等
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(注) １ 国又は地域の区分は地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

  (1)アジア・・・・・・・・台湾・シンガポール・中国・タイ・韓国・他のアジア諸国 

  (2)北米・南米・・・・・・アメリカ・カナダ・南米諸国 

  (3)ヨーロッパ・・・・・・イギリス・ドイツ・他の欧州諸国 

３ 営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用(137百万円)は、全額がのれん償却額であ

  ります。 

  

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

  (1)アジア・・・・・・・・台湾・シンガポール・中国・タイ・韓国・他のアジア諸国 

  (2)北米・南米・・・・・・アメリカ・カナダ・南米諸国 

  (3)ヨーロッパ・・・・・・イギリス・ドイツ・他の欧州諸国 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日)

日本 アジア 北米・南米 ヨーロッパ 計
消去 

又は全社
連結

(百万円) （百万円） (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

13,828 2,721 706 526 17,782 ― 17,782

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

2,568 482 0 ― 3,051 (3,051) ―

計 16,396 3,203 706 526 20,833 (3,051) 17,782

営業利益又は 
営業損失(△)

761 △349 △92 △74 244 (1) 242

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日)

アジア 北米・南米 ヨーロッパ 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 3,053 761 556 4,370

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― ― 17,782

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

17.2 4.3 3.1 24.6
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 （追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当グループの構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、株式会社ミスミに商品・サービス別の事業本部を置き、各事業本部は取り扱う商品・サービス

について国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。従って、当社グループは事業本部

を基礎とした商品・サービス別セグメントから構成されており、「自動化事業」、「金型部品事業」、「エレクト

ロニクス事業」及び「多角化事業」の４つを報告セグメントとしております。 

「自動化事業」はＦＡ（ファクトリーオートメーション）などの生産システムの合理化・省力化で使用される自

動機の標準部品、高精度の精密生産装置に利用される自動位置決めモジュール、光技術関連の各種実験研究機器の

開発・提供と電子機器類のデジタル化に伴い変化する各種機器生産現場への部材などを開発・提供しております。

「金型部品事業」は主に自動車、電子・電機機器分野に金属塑性加工用プレス金型、プラスチック射出成形用金

型に組み込む金型標準部品、精密金型部品の開発・提供をしております。 

「エレクトロニクス事業」は各種自動機や検査・計測器をつなぐ接続用ケーブル、ハーネス、コネクタ、計測・

制御機器分野における機器本体や周辺機器などの開発・提供をしております。 

「多角化事業」は機械加工用工具、開業医・動物病院向け医療材料の開発・提供をしております。 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日) 

（単位：百万円）

 
  

【セグメント情報】

報告セグメント
四半期連結 
損益計算書自動化事業 金型部品事業

エレクトロ 
ニクス事業

多角化事業 計 調整額

売上高

外部顧客への売上高 17,767 6,619 2,750 2,230 29,367 △611 28,756

セグメント間の内部売上高 ― ― ― ― ― ― ―

計 17,767 6,619 2,750 2,230 29,367 △611 28,756

セグメント利益 3,192 628 437 131 4,389 △160 4,229
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３  報告セグメントの合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に

関する事項) 

 

 
  

  当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）

（単位：百万円）

売上 金額

報告セグメント計 29,367

連結子会社の決算日と連結決算日が異なる事による調整 △611

四半期連結損益計算書の売上高 28,756

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 4,389

連結子会社の決算日と連結決算日が異なる事による調整 △195

その他の調整額 35

四半期連結損益計算書の営業利益 4,229
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１ 地域に関する情報 

(1)売上高 

（単位：百万円） 

 
     (注) １ 売上高は当社及び連結子会社の本邦と本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

     ２ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

     ３ 各区分に属する主な国又は地域 

      (1)アジア・・・・・・・・台湾・シンガポール・中国・タイ・韓国・他のアジア諸国 

      (2)北米・南米・・・・・・アメリカ・カナダ・南米諸国 

      (3)ヨーロッパ・・・・・・イギリス・ドイツ・他の欧州諸国 

(2)有形固定資産 

（単位：百万円） 

 
  

２ のれんに関する報告セグメント別情報 

（単位：百万円）

 
  

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

該当事項はありません。 

（補足情報）

当第１四半期連結会計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）

日本 アジア 北米・南米 ヨーロッパ 計

21,011 5,973 1,123 648 28,756

日本 ベトナム その他 計

10,170 2,011 1,776 13,958

自動化事業 金型部品事業
エレクトロ 
ニクス事業

多角化事業 計

当期償却額 54 △9 ― 2 46

当期末残高 653 △31 ― 0 623

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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